
 

平成 28 年 11 月 10 日 

各      位 

会 社 名  黒田精工株式会社 
代表者名  取締役社長 黒田 浩史 
(コード番号 7726 東証 第 2 部） 
問合せ先  経理部長 荻窪 康裕           
（TEL 044－555－3800） 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28 年 5 月 13 日に公表した平成 29 年 3 月期（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3
月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

（1）平成 29 年 3 月期 第 2四半期（累計） 連結業績予想数値の修正（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

1株当たり連結

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 7,050 70 80 50 1 円 77 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,569 54 6 △10 △0円 35 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △481 △16 △74 △60  

増 減 率            （％） △6.8 △22.9 △92.5 －  

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 28 年 3月期） 6,752 110 210 70 2 円 49 銭 

 

（2）平成 29 年 3 月期 通期 連結業績予想数値の修正（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

 （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

1株当たり連結

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 14,100 140 160 100 3 円 55 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 13,600 120 90 40 1 円 42 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 △20 △70 △60  

増 減 率            （％） △3.5 △14.3 △43.8 △60.0  

（ご参考）前期通期実績 
（平成 28 年 3月期） 13,424 90 269 △91 △3円 26 銭 

 

（3）平成 29 年 3 月期 第 2四半期（累計） 個別業績予想数値の修正（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,750 105 105 65 2 円 31 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,569 77 72 57 2 円 02 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △181 △28 △33 △8  

増 減 率            （％） △3.1 △26.7 △31.4 △12.3  

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 28 年 3月期） 5,429 118 169 82 2 円 92 銭 

 

（4）平成 29 年 3 月期 通期 個別業績予想数値の修正（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

       （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,500 210 210 130 4 円 62 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,300 180 180 120 4 円 27 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △200 △30 △30 △10  

増 減 率            （％） △1.7 △14.3 △14.3 △7.7  

（ご参考）前期通期実績 
（平成 28 年 3月期） 10,883 190 313 60 2 円 16 銭 

 
２．修正の理由 

連結業績予想の修正は、円高の影響による為替差損 79 百万円を第 2 四半期連結累計期間に計上することが主因であります。 

個別業績予想に関しては、市況の低迷による機工・計測システム製品等の売上の減少に伴う営業利益の減少と、為替差損 44 百

万円を第 2 四半期累計期間に計上するものの、ロイヤリティー収入等の営業外収益で一部を補う見込みであることを踏まえ、修正

を行うものです。 

 

※上記の予想は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。 

以上 


